
 

(22) 急性膵炎の重症度分類 

厚生労働省の重症度判定基準と重症度スコアに基づいて"0"～"27"までの値を入力。 

厚生労働省の重症度スコア Ｓｔａｇｅ 

0 0（軽症） 

1 1（中等症） 

2～8 2（重症Ⅰ） 

9～14 3（重症Ⅱ） 

15～27 4（最重症） 

 

※ 厚生労働省急性膵炎の重症度判定基準と重症度スコア 

 重症度判定基準 重症度スコア 

予後因子① ショック 

呼吸困難 

神経症状 

重症感染症 

出血傾向 

Ｈｔ≦30％ 

ＢＥ≦-３ｍＥｑ/Ｌ 

ＢＵＮ≧40ｍｇ/ｄＬ（orＣｒ≧2.0ｍｇ/ｄＬ） 

各２点 

予後因子② Ｃａ≦7.5ｍｇ/ｄＬ 

ＦＢＳ≧200ｍｇ/ｄＬ 

ＰａＯ２≦60ｍｍＨｇ 

ＬＤＨ≧700ＩＵ/Ｌ 

総蛋白≦6.0ｇ/ｄＬ 

プロトロンビン時間≧15秒 

血小板≦10万/ｍｍ３ 

ＣＴ Ｇｒａｄｅ Ⅳ/Ⅴ 

各１点 

予後因子③ ＳＩＲＳ診断基準における陽性項目数≧３ 

年齢≧70歳 

２点 

１点 

 

 

 

 

 

 (23) 多発性骨髄腫の病期分類（Ｄｕｒｉｎｅ ＆ Ｓａｌｍｏｎの分類法） 

該当する分類の値"1"～"3"に続けて，該当する亜分類を"A"又は"B"により入力する。 

例 分類がⅠ期で亜分類がAの場合 → 1A 

値 分類 所  見 

1 Ⅰ期  次の項目をすべて満たす場合。 

① ヘモグロビン＞10ｇ/ｄｌ 

② 血清カルシウム値 正常（≦12ｍｇ/ｄｌ） 

③ 骨Ｘ線写真で正常像若しくは孤立性の骨形質細胞腫 

④ 低－Ｍ成分産生率（ＩｇＧ値＜５ｇ/ｄｌ，ＩｇＡ値＜３ｇ/ｄｌ，電気泳動上の尿中Ｌ鎖Ｍ成分＜４ｇ/24時間） 

2 Ⅱ期  Ⅰ期並びにⅢ期の条件を満たさない場合。 

3 Ⅲ期  次の項目のうち一つ以上を満たす場合。 

① ヘモグロビン＜8.5ｇ/ｄｌ 

② 血清カルシウム値＞12ｍｇ/ｄｌ 

③ 進行した骨融解病変を認める（広範囲にわたるか骨折を伴う） 

④ 高－Ｍ成分産生率（ＩｇＧ＞７ｇ/ｄｌ，ＩｇＡ＞５ｇ/ｄｌ，電気泳動上の尿中Ｌ鎖Ｍ成分＞12ｇ/24時間) 

○ 亜分類 

A  腎機能比較的正常（血清クレアチニン＜2.0ｍｇ/ｄｌ） 

B  腎機能異常（血清クレアチニン≧2.0ｍｇ/ｄｌ） 

 

 

 

 

 

Ｑ：いつの時点のものを入力するのか。入院時点か。 

Ａ：親・子様式 1それぞれの該当期間内における最も重症であると判断された時点の状態を入力する。 

Q&A 

 

Ｑ：いつの時点のものを入力するのか。 

Ａ：今回の治療方針を決定する際に使用した病期分類を入力のこと。 

Q&A 
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